
平成２６年度第１２回県政参画電子アンケート 

『お泊まりデイサービスに関するアンケート』調査結果 

 

１ 調査概要 

・テーマ：「お泊まりデイサービスに関するアンケート」 

 ・期間：平成 26 年 9月 1 日(月) ～ 9 月 11 日(木) 13:00 まで 

 ・対象：県政参画電子アンケート会員 

 ・回答：３９２名／４８７名（８０．５％） （※回答者数は重複回答者除く） 

 

２ アンケートの調査目的 
デイサービスとは、「要介護状態となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅におい 

て、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、必要な日常生活上の世話及び機

能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持並びに利用者の家族の身

体的及び精神的負担の軽減を図る」ものとされ、介護保険法により指定された事業者が運営しています。

県内に３０２箇所のデイサービス事業所があり(平成２５年１２月現在)、毎月約１万名の方が利用して

います。 

 本年１～２月に行った事業者へのアンケートにより、その２２％にあたる６７のデイサービス事業所

で、デイサービス時間帯終了後にそのまま宿泊を提供する「自主宿泊サービス」を行っていることがわ

かりました。また、約３００人が月２０日以上宿泊しています。  

  この自主宿泊サービス（以下「お泊まりデイサービス」と記載）は、事業者と高齢者（又は介護家族）

との私的契約によるもので、介護保険制度外のサービスです。宿泊金額は２，０００円前後の事業所が

多く、宿泊に伴い日中のデイサービスを連日利用することを前提としています。 

  お泊まりデイサービスは、私的契約であることから介護保険法等の規制は及ばないため、施設や設備、

人員配置等の基準がなく、一部の施設において雑魚寝など処遇の質が疑われる事例が県内でも発生して

います。また、昨年発生した長崎県のグループホーム火災や福岡県の診療所火災のように、介護を要す

る者が多数宿泊する施設で、火災等が発生した場合には重大な被害が生じます。 

 一方で、高齢者の一人暮らしや高齢者夫婦世帯が増加する中、自宅での生活や家族による介護が困難

な方への必要なサービスであるとの声も聞かれます。特別養護老人ホームの入所申込みを行い、待機し

ている方の利用もあります。 

  鳥取県では、以上を背景に、利用者の処遇と安全を確保するため、「お泊まりデイサービスに関する

ガイドライン」を策定し、事業者に遵守を求めることを検討しています。 

  このガイドライン案のポイントとなる次の事項等について、県政参画電子ンケート会員の皆様の意見

をお伺いしたいと思います。御協力をよろしくお願いします。 

 ［参考］  

  ・お泊まりデイサービスの実施状況について（ＰＤＦファイル）  

    ⇒ https://www.pref.tottori.lg.jp/secure/927113/otomari_cyosakekka.pdf 

  ・お泊まりデイサービスに関するガイドライン案  

    ⇒  https://www.pref.tottori.lg.jp/239786.htm 

  ・NHK 解説アーカイブス  

    ⇒ http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/100/146995.html 

 

 



（問１）年代をお答えください。  

１ １０代   2 人 0.5% 
 

２ ２０代   45 人 11.5% 
 

３ ３０代   118 人 30.1% 
 

４ ４０代   110 人 28.1% 
 

５ ５０代   58 人 14.8% 
 

６ ６０代   41 人 10.5% 
 

７ ７０代以上   18 人 4.6% 
  

 

（問２）性別をお答えください。  

１ 男性   162 人 41.3% 
 

２ 女性   230 人 58.7% 
  

 

（問３）お住まいはどちらですか。  

１ 鳥取市   143 人 36.5% 
 

２ 米子市   114 人 29.1% 
 

３ 倉吉市   34 人 8.7% 
 

４ 境港市   22 人 5.6% 
 

５ 岩美郡   3 人 0.8% 
 

６ 八頭郡   10 人 2.6% 
 

７ 東伯郡   34 人 8.7% 
 

８ 西伯郡   17 人 4.3% 
 

９ 日野郡   8 人 2% 
 

１０ 県外   7 人 1.8% 
  

 

（問４）現在又は過去に家族等の介護を行ったことがありますか。（業務によるものを除く）  
１ 現在又は過去に家族の介護を行

い、お泊まりデイサービスを利用した

ことがある  

  31 人 7.9% 
 

２ 現在又は過去に家族の介護を行

っている（いた）が、お泊まりデイサー

ビスを利用したことがない  

  85 人 21.7% 
 

３ 介護の経験はないが、親戚等が

介護を行っている（いた）  
  97 人 24.7% 

 

４ 親戚等も含め、介護の経験はな

い  
  179 人 45.7% 

 

 

 



（問５）介護に関する業務経験はありますか。  

１ 現在介護の仕事をしている    14 人 3.6% 
 

２ 過去に介護の仕事をしたことがあ

る  
  19 人 4.8% 

 

３ 介護の仕事はしたことはないが、

身近に介護の仕事をしている（いた）

人がいる  

  146 人 37.2% 
 

４ 介護の仕事はしたことはなく、身

近に介護の仕事をしている（いた）人

もいない  

  211 人 53.8% 
 

 

 

（問６）お泊まりデイサービスを知っていますか。  
１ 以前からお泊まりデイサービスの

存在を知っていた  
  178 人 45.4% 

 

２ お泊まりデイサービスのガイドラ

インに関する報道等があり知った  
  40 人 10.2% 

 

３ このアンケートではじめて知った    172 人 43.9% 
  

 

（問７）お泊まりデイサービスのガイドラインを策定することについて、どう思われますか。  
１ 介護を要する高齢者が宿泊する

施設として何らかのルールが必要で

ある  

  320 人 81.6% 
 

２ 事業者と利用者（家族）の私的契

約であり、当事者に任せるべきであ

る  

  62 人 15.8% 
 

３ その他    9 人 2.3% 
  

 

（問８）お泊まりデイサービスについて、どう思われますか。  
１ 事業者は介護保険法等の法定内

でサービスを行うべきであり、お泊ま

りデイサービスを営むべきではない  

  36 人 9.2% 
 

２ お泊まりデイサービスは法定外の

サービスであり、宿泊提供は、真に

やむを得ない場合に限るべきである  

  161 人 41.1% 
 

３ お泊まりデイサービスは法定外の

サービスであり、事業者の自由な考

えで営めばよい  

  159 人 40.6% 
 

４ その他    31 人 7.9% 
  

 



 

（問９）家でも生活が可能な高齢者のお泊まりデイサービス利用についてお答え下さい。  
１ 家での生活が可能な高齢者は、

便利・安心というだけでお泊まりデイ

サービスを利用すべきではない  

  88 人 22.4% 
 

２ 家での生活が可能な高齢者であ

っても、本人の自由意思でお泊まり

デイサービスを利用すれば良い  

  278 人 70.9% 
 

３ その他    23 人 5.9% 
  

 

（問１０）ガイドライン案では、お泊まりデイサービスは緊急的臨時的なものであり、施設設備も宿

泊を前提としていないことから、法定のショートステイ（※１）に準拠して、連続して宿泊できる日数

を３０日以内としています。一方、認知症の高齢者を介護する家族などからは、長期の利用の必

要性など懸念の声も聞かれます。以上を踏まえ連続して宿泊できる日数（３０日）についてどう思

われますか。  

１ 概ね適正である   171 人 43.6% 
 

２ もっと短い方が良い   75 人 19.1% 
 

３ もっと長い方が良い   27 人 6.9% 
 

４ 期限は不要（長期間も可）   101 人 25.8% 
 

５ その他   17 人 4.3% 
  

 

（問１１）ガイドライン案では、法定のショートステイに準拠して宿泊日数を、介護認定期間（※３）の

概ね２分の１以内としています。この点についてどう思われますか。  

１ 概ね適正である   199 人 50.8% 
 

２ もっと少ない日数の方が良い   40 人 10.2% 
 

３ もっと多い日数の方が良い   29 人 7.4% 
 

４ 日数制限は不要（長期間も可）   109 人 27.8% 
 

５ その他   13 人 3.3% 
  

 

（問１２）ガイドライン案では、職員の配置を法定の小規模多機能型居宅介護事業所（※２）に準拠

して、「宿泊者９人までは１人以上とし、それ以後９人増加するごとに１名増員の職員配置を求める

とともに、デイサービス時間帯を含めた職員全体の中に看護師１名以上がいること」を求めていま

す。この点についてどう思われますか。  

１ 概ね適正である   136 人 34.7% 
 

２ もっと職員が多い方が良い   233 人 59.4% 
 

３ もっと職員が少なくても良い   3 人 0.8% 
 

４ その他   19 人 4.8% 
  

 



（問１３）ガイドライン案では、宿泊室を原則個室とするとともに、共通の部屋を含めた一人当たり

の利用面積を ７．４３ 平方㍍(約四畳半）としています。この点についてどう思われますか。  

１ 概ね適正である   300 人 76.5% 
 

２ 狭すぎる   67 人 17.1% 
 

３ 広すぎる   6 人 1.5% 
 

４ その他   18 人 4.6% 
  

 


